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Ⅰ．学位審査の方法 

 修士学位審査については，名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻学位（修士）審査内規およ

び審査内規細則に準ずる（参考資料参照）。 

 

Ⅱ．学位審査の申請資格および申請手続き等 

１．申請資格： 修士の学位審査を申請することができる者は，原則として博士前期課程（修士課程）

２年次に在学し，必要な研究指導を受け，所定の単位を修得見込みの者とする。（内

規第2条） 

２．申請手続： 修士の学位審査を申請する者は，指導教員の承認印をうけた上で「修士学位論文審

査申請書」を提出すること。（指導教員が複数いる場合は，全員の承認印を受ける

こと。） 

また「修士学位論文審査申請書」の提出とは別に，「コース」「学生番号」「氏名」

「論文題目」のみをメールすること。 

なお，申請書に記載された論文題目は原則として変更できない。論文題目が英語

の場合は、和訳も併記すること。 

３．提出期限： 11月 第２金曜日17:00まで 

        （短期修了者および中途修了者は、６月 第３金曜日17:00まで） 

        【※本人による窓口での提出のみ・時間厳守】 

４．提出場所： 教務学生係（ihogakumu@t.mail.nagoya-u.ac.jp） 

        ※郵送、代理人による提出は不可 

 

Ⅲ．提出要領 

 学位審査申請書が受理された者は，修士論文審査を受けるため，主論文の要旨，修士論文（以下，主

論文という），参考論文（必要がある場合）を提出すること。 

  １．提出期限： １月 第３金曜日17:00まで      

 （短期修了者および中途修了者は、８月 第２金曜日17:00まで） 

   【※本人による教務窓口での提出のみ・時間厳守】 

２．提出場所： 教務学生係 

３．提出部数： 学位審査委員の構成により変わるので，指導教員に問い合わせること。 

        ※郵送、代理人による提出は不可 
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Ⅳ．作成要領 

１．主論文はオリジナリティーがあり，各コースの学術的発展に寄与する論文とし，和文もしくは英

文とする。 

１）資料１（P.６）に従い，表紙に必要事項を記載したフラットファイルを使用すること。フラ

ットファイルの色については，コースに応じて看護：桃色，医療：青色，リハ：黄色とする。 

２）論文本文の書式  

   ①用紙サイズは，A4サイズとし片面印刷とする。 

②原則として横書きとする。 

③論文枚数は本文8ページ以上（A４版用紙で1ページ当たり1600文字）とする。 

④段組は1段とする。 

⑤行数・1行当たりの文字数：1ページにつき40行，1行当たり40文字とする。 

⑥文字フォント・字体は原則として，和文は明朝体，英文はCenturyあるいはTimes New 

Romanとする。 

⑦文字サイズは10.5ポイントとする。 

⑧ページの余白は左25mm，右25mm，上25mm，下30mmの余白をとる。 

⑨フッター（ページ番号）は本文１枚目から通し番号をつける。ページ番号位置は各ペー

ジの下部（下端から 20mm 程度）とする。ページ番号スタイルは，数字の両側にハイ

フンをつける。 例：（ -＊- ） 

⑩図表は全て表題をつける。図表は本文と独立させて別ページ構成としてよい。また，本

文中の適切な箇所に挿入してもよい。 

⑪引用文献は本文末にバンクーバー方式（引用順方式）もしくはハーバード方式（著者名・

発行年方式）に配列し，表記の形式は各コースの専門関連雑誌を参考にする。 

２．主論文の要旨は，和文・英文の両方を作成し ，A4 サイズにて横書きでそれぞれ 1 ページにま

と 

めること。（「論文題目，「研究科専攻・コース名」，「学生番号」，「氏名」，「指導教員」を含む）。 

【※英文の要旨の論文タイトルには和文題目も必ず併記すること。】 

３．参考論文は主論文に関連のある参考論文が必要とされる場合のみつけること。 

 

Ⅴ．審査について 

 学位審査の方法について，別途，コースから指示する。 
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Ⅵ．論文の製本について 

修士学位審査で合格と承認された者は，製本論文及び承諾書を提出すること。 

１．提出期限： ３月 第３水曜日１７時まで【※本人による教務窓口での提出のみ・時間厳守】 

        （短期修了者および中途修了者は、別途指示するので教務学生係に照会すること。） 

２．提出場所： 教務学生係 

３．提出部数： 2部（ソフトカバーの色については，フラットファイルと同色とする。） 

４．その他 ： 製本の書式については，Ⅳ．作成要領に従い作成すること。ただし，印刷について

は，両面印刷を原則とする。（ページ数などの都合によっては片面印刷でもよい。）

製本の費用は，個人負担とする。 

※郵送、代理人による提出は不可 

 

Ⅶ．個人情報の取扱いについて 

 取得した個人情報については適切に取り扱い、学位審査に係る手続き及び学位取得後の学位情報管理

のために使用します。 
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Ⅷ．修士学位審査に関する日程 

１１月 第２金曜日 １７時   修士学位申請書の提出期限（院生→教務学生係） 

                申請者の修了要件審査 

                審査委員の選出（コース） 

１２月 第３水曜日       審査委員の選出・承認（保健学専門委員会） 

１月 第３金曜日 １７時    主論文その他の必要書類提出期限（院生→教務学生係） 

                論文審査の開始（学位審査委員会） 

１月下旬～２月上旬       修士論文発表会（コース） （※） 

２月 第３金曜日        論文審査結果及び学位試験結果の提出 

                         （学位審査委員会→教務学生係） 

３月上旬            修士学位論文の合否判定及び修了判定（保健学専門委員会） 

                              合格者を総長へ報告 

３月 第３水曜日 １７時    製本論文及び承諾書を提出 

３月末             学位授与 

 

  （※）修士論文発表会の日程・審査方法については，各コースで別途指示する。 

 

Ⅸ．修士学位審査に関する日程（短期修了者及び中途修了者） 

 

６月 第３金曜日 １７時    修士学位申請書の提出期限（院生→教務学生係） 

                             申請者の修了要件審査 

                審査委員の選出（コース） 

７月 第３水曜日        審査委員の選出・承認（保健学専門委員会） 

８月 第２金曜日 １７時    主論文その他の必要書類提出期限（院生→教務学生係） 

                論文審査の開始（学位審査委員会） 

９月上旬            修士論文発表会（各コース） （※） 

９月 第２金曜日        論文審査結果及び学位試験結果の提出 

                         （学位審査委員会→教務学生係） 

９月 第３水曜日        修士学位論文の合否判定及び修了判定（保健学専門委員会） 

                合格者を総長へ報告 

９月末             製本論文及び承諾書を提出 

                学位授与 

 

  （※）修士論文発表会の日程・審査方法については，各コースで別途指示する。 
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（資料 １） 

 ①論文表紙  ②主論文の要旨（※）  ③参考論文（必要の場合）  ④目次  ⑤主論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）：②主論文の要旨については，和文・英文の両方を作成すること。 

     なお，綴り順については，修士論文が英文の場合：英文要旨→和文要旨 

                   〃 が和文の場合：和文要旨→英文要旨 

※申請用紙は名古屋大学保健学科HP（http://www.met.nagoya-u.ac.jp/）からDLし作成してください。 

 

⑤ 

 

④ 

③ 

 

② 

 

① 

 

＊＊＊＊年度 修士論文 

論文題目〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

（英文の場合は，和文題目を併記） 

 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 

総合保健学専攻 

○○学コース 

 

学生番号： ********* 

氏  名：〇〇 〇〇 
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修士学位論文審査申請書（記入例） 

 

＊＊＊＊年＊＊月＊＊日 

 

 医学系研究科長  殿 

 

                    ＊＊年度 入学 

                    医学系研究科 博士前期課程 

                                              総合保健学専攻                                                           

○ ○   コース 

                    学生番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                    氏  名  大 幸 花 子    ○印 

 

                     生年月日 ＊＊年＊＊月＊＊日生 

                     本籍地  ○ ○  都・道・府・県 

 

 ○○年度修士学位論文として，下記論文を審査してくださいますようお願いします。 

 

記 

 

論文題目 

英文の場合は 

和訳も併記 

 

    ※論文題目は、タイプ・ワープロを用いること（手書きは不可） 

    ※論文題目は、教務学生係へメールすること（ihogakumu@t.mail.nagoya-u.ac.jp） 

                                                 

 

【指導教員承認欄】 

             指導教員氏名  ○ ○ ○ ○     ○印  

                      

 

               ※指導教員が複数いる場合は，全員に承認印をもらうこと。 

( 
 

) 
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製本論文と共に提出すること。 

【別 紙（学生用）】 

 

承   諾   書 

 

 

         ＊＊年＊＊月＊＊日 

 

 

 

   指 導 教 員  殿 

 

 

 

                       医学系研究科 博士前期課程 

                                              総合保健学専攻 

                                              ○ ○   コース 

                       学生番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

                       氏  名  大 幸 花 子    ○印  

 

 この度提出した修士論文を，下記の条件で閲覧させることについて，その扱いを一任いたします。 

 

記 

 

１． 閲覧は，本学関係者のみとする。 

 

２．修士論文の複写は，許可しないこととする。 

 

 

 

※閲覧を承諾しない場合は，Ａ４用紙（様式任意）に理由を書くこと。 

 なお，その場合指導教員の氏名・押印が必要。 
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参考資料 

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学看護学コース・医療技術学コース・ 

リハビリテーション療法学コース学位（修士）審査内規 

 

                               制  定 ２００３年 ２月19日 

                               最終改正 ２０１９年１１月２０日 

（目的） 

第１条 名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学看護学コース・医療技術学コース・リハビリテーショ

ン療法学コース博士前期課程の修了については，名古屋大学大学院通則第３１条及び名古屋大学学

位規程に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

 

（申請資格） 

第２条 修士の学位審査を申請することができる者は，原則として博士前期課程２年次の在学者で，必要

な研究指導を受け，所定の単位を修得する見込みの者とする。 

 

（申請手続き） 

第３条 修士の学位審査を申請する者は，次の各号に掲げる書類を研究科長が定める期日までに提出しな

ければならない。 

    一 学位申請書 

    二 主論文 

    三 参考論文（必要がある場合） 

    四 主論文の要旨 

 

（学位審査委員会） 

第４条 保健学専門委員会は，前条の申請を受理するか否かを審議し，申請を受理した場合は，当該申請

者ごとに学位審査委員会（以下「審査委員会」という。）を組織する。 

２ 審査委員会の構成は別に定める。 

 

（学位審査及び方法） 

第５条 審査委員会は，修士の学位審査のため，論文の審査及び学位試験を行う。 

２ 修士の学位審査は，申請を受理した後迅速に行われ，当該学生の在学中に終了しなければならない。 

３ 修士学位試験は，論文の内容を中心として学識及び研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要

な高度の能力について審査するものとする。 

４ 修士学位審査の方法は，当該コースが定める。 
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（審査結果の報告及び合否の決定） 

第６条 審査委員会は，修士学位試験の結果を書面により，保健学専門委員会に報告しなければならない。 

２ 保健学専門委員会は，前項の報告に基づき，保健学専門委員会を構成する教員（海外旅行中又は休職

中の者を除く）の３分の２以上の出席する保健学専門委員会において出席者の３分の２以上の賛成を得

た者を合格とする。 

３ 合否の決定がなされた後，研究科長は，指導教員を通じて審査結果を遅延なく当該申請者に通知しな

ければならない。 

 

（不合格者等の取り扱い） 

第７条 保健学専門委員会の議により学位審査に関して不合格と決定された者は，そのまま博士前期課程

に留め置くものとする。ただし，休学期間を除く在学期間が４年を超える場合はこの限りではない。 

 

（雑記） 

第８条 名古屋大学学位規程及びこの内規に定めるもののほか，学位審査等に関して必要な事項は保健学

専門委員会の議を経て別に定める。 

 

  附 則 

この内規は，２００４年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この改正は，２０１０年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この改正は，２０２０年４月１日から施行する。ただし，2019年度以前に入学した者については，なお

従前の例による。 
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名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護学コース・医療技術学コース・ 

リハビリテーション療法学コース学位（修士）審査内規細則 

 

                         制  定 ２００３年 ２月19日 

                         最終改正 ２０１９年１１月２０日 

 

 本細則は，名古屋大学大学院総合保健学専攻看護学コース・医療技術学コース・リハビリテーション療

法学コース学位（修士）審査内規を補足する。 

 

１ 第２条関係（申請資格等） 

（１）学位を申請する者のうち，学位審査の終了までに研究科が定める修了要件を満たすことができない

と判断された者については，申請資格はないものとする。 

（２）短縮修了の実施に関しては，その資格及び手続き等の取り扱いを定めた上で，その対応を検討する。 

 

２ 第３条関係（申請手続き等） 

（１）申請時期 

博士前期課程修了認定時期は，毎年３月とする。この場合，研究科長は，修士学位審査に関する必

要書類の提出期日を定めこれを公示し，当該学生に対して当該年度の当初に周知しなければならない。

ただし，在学期間が２年を超える者の申請にあっては，認定時期を９月とすることができるものとす

る。 

（２）提出書類 

 提出書類は，研究科が以下の各項目に定める事項に従って，指導教員と充分打ち合わせた上で申請

者本人が作成し，所定の期日までに提出しなければならない。原則として，一旦提出された書類の加

筆修正を行うことはできない。 

Ａ 主論文は，保健学専門委員会によって学位申請の受理が認められた者のみが提出できるものとす

る。主論文は，定められた要領に基づき作成の上，研究科長に提出しなければならない。 

    Ｂ 申請者又は当該コースが必要と認めた場合，参考論文を主論文と併せて提出することができる。 

Ｃ 主論文の要旨は，定められた要領に基づき作成の上，研究科長に提出するものとする。 

    Ｄ 主論文等の提出部数は各コースにおいて定める。 

（３）申請書の受理及び資格審査願い出 

     保健学専門委員会は，本項（２）により学位申請書が提出された申請について，以下の各項に従っ

てこれの受理及び審査開始の可否を決定する。 

    Ａ 研究科長は，当該申請者の修了要件について審査し，学位審査終了時までにこれを満たす見込み

の者について，当該コースに審査委員の推薦を依頼する。研究科長は，推薦のあった審査委員会構

成案を付して保健学専門委員会において学位申請の受理を審議する。保健学専門委員会は，コース
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又は分野単位で一括して審議することができる。 

Ｂ 研究科長は，保健学専門委員会において学位申請の受理及び審査委員会の構成が決定された者に

ついて，指導教員を通して主論文その他の必要書類の提出を求める。 

    Ｃ 研究科長は，提出された論文について審査委員会主査に対し審査開始を依頼する。 

 

３ 第４条関係（学位審査委員会） 

（１）学位審査委員会は，医学系研究科（保健学）より，指導教員以外の教授，准教授又は講師２名以上

で構成しなければならない。ただし，委員には少なくとも教授（保健学専門委員会構成員）を１名含

まなくてはならない。 

（２）学位審査委員会には，医学系研究科（医学），本学の他の研究科若しくは研究所，他の大学院若しく

は研究所等の教授その他の者を委員として加えることができる。 

（３）学位審査委員会に主査を置く。 

 

４ 第５条関係（学位審査及び方法） 

（１）コースは，論文審査や修士学位試験方法について予め公示しなければならない。 

（２）学位審査に関して審査委員会が必要と認めた場合には，他の教員の意見を求めることができる。 

（３）修士論文の審査の実施に関して，本細則に規定されていない事項は，コースにおいて定めることが

できる。 

 

５ 第６条関係（審査結果の報告及び合否の決定） 

（１）審査委員会は，修士学位試験の結果を，遅くとも保健学専門委員会における議決の１週間前までに

研究科長に書面により報告するものとする。 

（２）保健学専門委員会は，コース又は分野単位で一括して審議することができる。 

（３）保健学専門委員会における合格の決定は，無記名投票により，出席者の３分の２以上の賛成を必要

とする。 

 

６ 第７条関係（不合格者等の取り扱い） 

  学位審査に不合格となった者は，保健学専門委員会の議を経て，６月後に再試験を受けることができ

る。 

 

  附 則 

この内規は，２００４年４月１日から施行する。 

 

 附 則 

この改正は，２０１０年４月１日から施行する。 
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 附 則 

この改正は，２０１８年４月１日から施行する。 

 

 附 則 

この改正は，２０２０年４月１日から施行する。ただし，2019年度以前に入学した者については，なお

従前の例による。 

 

 


